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要旨 
戦後の電気関連卓越技術が、関連学会の歴代の表彰案件に基づき、網羅的に約 1,150 件収録され、

ネットワー上で発信されるに至った。収録した表彰案件は学会毎に異なり、それぞれ、学会で毎年選

ばれている代表的な賞に絞られた。こうして、比較的短期間に約 600 件の戦後の電気関連分野の代表

的技術が収録されて、これまでの約 600 件に加わった。これらの技術は「日本の電気電子・情報関連

卓越技術のデータベース DB-JET」に取り纏められ、愛称、「電気のデジタル博物館」として、国立情報

学研究所からネットワーク上に発信されている。 

本報告では、今年度に行われた卓越技術の収集件数とその収集方法に絞り、関連したプロジェクト

の推進、Web システムの考え方と特徴、Web システムの概要について述べる。 

 

 

１．はじめに 

 映像情報メディア学会、情報処理学会、照明学会、

電気学会、電子情報通信学会の電気系５学会と国立

情報学研究所は協力して、戦後日本の技術開発が世

界的レベルで高揚した 1980 年代を中心とした我が

国の電気電子・情報関連卓越技術データベースの構

築に関するプロジェクトを 2003 年度から開始し、

2007年度に終了した。2008年3月、その成果を「電

気のデジタル博物館」（日本の電気電子・情報関連

卓越技術データベースDB-JET）としてWeb上に公開

した(http://www.dbjet.jp)。このプロジェクトは

文部科学省および日本学術振興会の「科学研究費」

の支援（注１）でおこなわれた。 

 この成果を踏まえて、対象とする時代を、戦後か

ら現在に拡大し、内容の充実を図るため、平成 20

年度～21 年度にかけてプロジェクトを継続するこ

ととし、現在、鋭意その研究が進められている（注

２）。平成20年度から学会の合意の下に、卓越技術

として対象とする表彰案件を絞り、学会が表彰して

きた適切な特定の賞を全て選定し採録することに

した。その結果、収集した卓越技術の案件は576件

となった。これまでに登録済みの572件と合わせて

1148件になる。 

本報告では、プロジェクトの推進、卓越技術約600

件とその収集方法、関連する Web システムの考え方

と特徴、Webシステムの概要について述べる。 

 

(注１) 独立行政法人日本学術振興会科学研究費補

助金（研究成果促進費：データベース、平成 15 年

度～平成19年度、課題番号157004）、同補助金（基

盤研究(B)、平成 15 年度～17 年度、課題番号

15300039）、および文部科学省科学研究費補助金

[（特定領域研究「日本の技術革新」、平成 17 年度

～21 年度）の（公募研究、平成 18 年度～19 年度、

課題番号18046017）]の助成を得て行われた 
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(注２) この研究は文部科学省科学研究費補助金

[（特定領域研究「日本の技術革新」、平成 17 年度

～21 年度）の（公募研究、平成 20 年度～21 年度、

課題番号20032014）]の助成を得て行われている。 

 

２．プロジェクトの推進 

 2003年、電気系５学会を構成員とする電気電子・

情報関連技術史委員会（委員長：末松安晴）を親委

員会として、その下に「卓越技術データベース構築

委員会」（委員長：末松安晴）が作られ、そこでプ

ロジェクトの実務が遂行された。構築委員会は、電

気系５学会と国立情報学研究所の専門家を横断的

に集めた組織になっており、この委員会には、さら

に５つの作業部会と幹事団が設置された。2008年3

月でプロジェクトは終結し、2008年4月から新しい

プロジェクトがスタートしたことにともない、「第

２期卓越技術データベース構築委員会」（委員長：

末松安晴）が組織され、その下で１つの作業部会と

幹事団が活動している。 

 

３．卓越技術収集方法と収集件数 

 ここで、卓越技術とは、各学会での表彰案件を基

本として学会が認めるものとしている。これまでの

卓越技術では、例えば、業績賞や論文賞などの表彰

案件が含まれていた。 

 平成 20 年からは、学会の合意のもとに、卓越技

術として対象とする表彰案件を絞り、学会が表彰し

てきた適切な特定の賞を全て選定して採録するこ

とにした。すなわち、映像情報メディア学会では「丹

羽高柳賞業績賞」、照明学会では「日本照明賞」、電

気学会では「電気学術振興賞進歩賞」、電子情報通

信学会では「業績賞」で表彰された案件全てを収集  

した。 

 

表1に登録準備中の件数と第1期と第2期の合計

件数、および卓越技術の年代範囲をまとめた。公開

準備中の案件は576件で、これまでの登録済みの572

件と合わせて 1148 件になる。さらに、情報処理学

会の「コンピュータ博物館」へのリンクを検討して

いる約500件を加えれば、全体で1,600件余になる

予定である。 

収集された技術は、電気学会で1942年以降、他の

学会では1960年代以降のものである。 

登録準備中の案件は、今秋末を目途に公開される。 

 

４．卓越技術がカバーする技術分野 

 プロジェクトを推進している５学会がカバーす

る技術分野として、「放送」、「情報処理」、「照明」、

「電気・電力」、「通信」、「電子・デバイス」、「共通」

の７つの技術分野を選んだ。また、各技術分野は幾

つかの細かなサブカテゴリーに分類される。例えば、

「電気・電力」の技術分野には「発電」、「電力輸送」、

「電気機器」、「電気基礎技術」、「エネルギー新技術」、

「電気・電子材料」、「産業応用」、「公共・交通応用」、

「エレクトロニクス」、「その他」のサブカテゴリが

設けられている。各技術分野とそのサブカテゴリを 
表２にまとめた。 
 
５．Webシステムの考え方と特徴 

 Web 上でコンテンツを提示するにあたり、以下の

事柄を目標に掲げた。 

・卓越技術が俯瞰できる。

 

        表１ 登録準備中の卓越技術ならびに登録準備中と登録済み卓越技術の合計 

学 会 
登録準備中の卓

越技術 

登録済みと登録

準備中の卓越技

術の合計 

卓越技術の年代範囲 

映像情報メディア学会 86 144 1965年～2007年 

情報処理学会 ＊ 263  

照明学会 16 57 1982年～2007年 

電気学会 287 389 1942年～2008年 

電子情報通信学会 187 295 1964年～2007年 

合計 576 1148  

（＊：平成20年10月現在、未着手。今後、卓越技術ごとに情報処理学会の「コンピュータ博物館」へリンクを張る

予定である。） 



 

 
 
 

 

                表２ 技術分野とサブカテゴリ 

技術分野 サブカテゴリ 

放送 情報取り込みと表示、情報の記録、家庭用映像機器、放送の方式と処理技術、放送局

の仕事と設備、無線や光による伝送、人間科学、マルチメディア情報処理、映像の表

現、その他 

照明 光源、灯具、点灯装置、照明技術、照明応用、光計測、視覚、その他 

電気・電力 発電、電力輸送、電気機器、電気基礎技術、エネルギー新技術、電気・電子材料、産

業応用、公共・交通応用、エレクトロニクス、その他 

通信 電子情報通信の基礎・境界技術、通信に係わる技術、エレクトロニクス技術、情報シス

テム、ヒューマンコミュニケーション技術、その他 

電子・デバイス 応用技術、基礎となる技術、材料、電子部品、光技術、その他 

情報処理 ハードウェア、ソフトウェア、情報処理システム・応用、ヒューマン情報処理、情報処理

理論、その他 

 

 

・ 個々の技術の概要を把握できる。 
・ さらに詳細を理解するための情報を得る

ことができる。 
 そして、技術者や研究者などの専門家だけでなく、

若い中学生から一般の人たちまで、できるだけ多く

の人に利用してもらうことを前提としている。また、

海外に我が国の優れた技術を知ってもらうことも大

きな狙いの一つである。そのため、 
・ 一つの卓越技術に対して「専門向け」（専

門家）と「入門向け」(中学２年生～大人)
を用意する。 

・ 「英語専門向け」を用意する。 
・ 使い易いインタフェースを実現する。 

現代社会にとって、科学技術はたいへん重要なも

のになっている。科学技術を理解し使いこなすこと

が、よりゆたかな社会の実現のために必要である。

しかし一般の人々の関心は高くなく、中でも若者の

科学技術離れは深刻な問題になっている。特に、中

学生２年生から一般の人々を対象とする「入門向け」

を重視し、「電気のデジタル博物館」では中高生の若

者レベルから一般の人までが親しんで利用してもら

うことをまず考えた。「電気のデジタル博物館」のエ

ントランスページは家族の団らんを描いたデザイン

にした。エントランスページには第４項で述べた７

つの技術分野が表示されており、希望する技術分野

をクリックすれば、その技術分野を細かく分類した

サブカテゴリーが中学生にも分かり易いアイコンと

とも表示される。興味あるサブカテゴリーを選択す

ると、それに関連する卓越技術の一覧リストが現わ

れる。一覧リストの一つを選べば、その技術の「入

門向け」技術説明のページに飛ぶ。さらに詳細を知

りたい場合は、そこから「専門向け」のページへ進

むことができる。つまり、このシステムでは、まず

最初に簡明な説明の「入門向け」に誘導し、それか

ら詳細な説明の「専門向け」へと興味に応じて導く

システムになっている。 
「専門向き」については、エントランスページの

ヘッダーの「専門向き」ボタンがあり、そのボタン

をクリックすれば、直接「専門向き」トップページ

に移ることができる。 
 
６．Webシステムの概要 

（１）Webエントランスから卓越技術一覧へ 
  「電気のデジタル博物館」のエントランスペー

ジには、７つの技術分野が青い丸で表示されている。

例えば、「電気・電力」の青丸をクリックすれば、「電

気・電力」のサブカテゴリーがポップアップメニュ

ーで現われる。その中の一つ、「公共・交通応用」を

選択すると、卓越技術一覧ページに移動する。 
 
（２）「入門向け」ページ 
 今年度の「入門向け」は準備中であるため、昨年

度登録された「入門向け」ページで説明する。 
技術の一覧ページで「リニアモーターカーの運転

制御システム」を選ぶと、その「入門向け」技術説



 

 
 
 

 

 

 
   
 図１ リニアモーターカーの「入門向け」ページ 

 図 2は今年度作成の「専門向け」ページの一例で、

「スロットアンテナ」は 1998年の技術である。 
明のページ図１に移る。この技術内容を読み終わり、

さらに詳しく内容をしりたければ文末にある「さら

に詳しく知りたい読者は『専門向け』のページもご

覧下さい」をクリックすれば、「専門向け」ページに

移動できる。勿論、このページのヘッダーにある「専

門向け」ボタンを押してもよい。 

 今までの説明では、「入門向け」ページから「専門

向け」ページに辿りついた。専門家にとっては、「入 
門向け」を経ずに直接「専門向き」ページに移動し 
たい。それには、エントランスページのヘッダーに

ある「専門向け」ボタンを押せばよい。すると、専

門向けトップページの「年表」に移る。年表の最左

列に技術分野が、最上段には 1940 年代から 2000
年代まで 10 年おきの年代が記載されている。

「1970」年代の「通信」技術分野に対応する表のマ

スを選べば、その年代の技術分野の技術一覧がポッ

プアップ画面に現われる。その一つを選択すれば 

 この内容に関連する「関連技術」を調べたければ、

表題の横にある「関連技術検索」ボタンを押すと、

関連事項の一覧が現われる。また、別に興味の湧い

た事柄を調べるにはこのページのヘッダーの「検索」

ボタンが活用できる。 
 
（３）「専門向け」ページ 



 

 
 
 

  
  図２ 今年度作成の「専門向け」ページの一例。「スロットアンテナ」は 1998 年の技術。 

        



 

 
 
 

           

 
   図３ 今年度作成した「英文専門向け」ページの一例。「光ファイバ通信方式（32Mb/s）」の技術は 

1978 年の技術。 

 



 

 
 
 

「専門向け」技術内容のページに移る。 
 
４）「英語専門向け」ページ 
 本年度作成した「英文専門向け」ページの一例を

図３に示す。”The field evaluation of the 32Mb/s 
optical fiber transmission system”技術は1978年の

技術である。 
 エントランスページのヘッダーの「ENGLISH」

ボタンを押すと、「英文専門向け」トップページに移

動する。「英文専門向け」トップページは「日本文専

門向け」トップページと同じ構成で、それを英語で

表現したものになっている。年代と技術内容が表に

なっており、例えば、”Communication”技術分野

の”1970”年代に対応する表のマスを選択すれば、技

術一覧のポップアップメニューが現われ、そこか

ら”The field evaluation of the 32Mb/s optical fiber 
transmission system”を選ぶと、図３のような「英

文専門向け」ページが現われる。「日本語専門向け」

技術に対応する「英語専門向け」があれば、「日本語

専門向け」ページのヘッダーの「ENGLISH」ボタ

ンを押して、「英語専門向け」ページに移動できる。

逆に、「英文専門向け」のヘッダーにある

「JAPANESE」ボタンを押せば、「日本語専門向け」

に移ることができる。 
 
（５）検索機能 
 この Web システムではユーザの使い易さを考え

て、検索機能を充実させている。「入門向け」、「専門

向け」、「英文専門向け」のいずれのページも、ペー

ジの最上段のヘッダーの「検索」ボタンを、表題の

横に「関連技術検索」ボタンを備えている。「専門向

け」トップページでは、「年表から検索」する方法や

最下段にある「キーワード検索」、「自然文検索」、「詳

細検索」などがある。詳細検索は「詳細検索画面」

で、「技術分野」、「サブカテゴリー」、「キーワード」、

「年代」などを入力して絞り込んだ検索が行える仕

組みになっている。詳細検索では「技術」の検索だ

けでなく、「画像」も検索できる。 
 
７．おわりに 

 平成２０年４月からスタートしたプロジェクトで、

学会が選んだ戦後の卓越技術を新たに 576件収録で

きた。 
これにより、これまでの登録済みの 572 件を加え

ると 1,148件に達する。 

さらに、情報処理学会の卓越技術は同学会の「コ

ンピュータ博物館」へリンクを張る予定であり、そ

の件数はおよそ 500件が見積もられており、全体で

1,600 件余の卓越技術が収集される。これらは、ま

ず、「専門向け」ページとして今秋末までに公開され、

今後、この技術内容説明に図表や参考文献などを追

加して内容の充実を図るとともに、「入門向け」技術

説明の作成が行われている。「英文専門向け」につい

ても、その量的拡大が図られている。 
 「コンピュータ博物館」や「NTT技術史料館」と

のデータベースの連携について既に具体化している

が、今後、さらに他所のデータベースとの連携につ

いて検討されている。 
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